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 第 4 章では，銀触媒のホウ素化における潜在的触媒能を開拓し，アルキンの高位置選択的な形式的ヒ
ドロホウ素化を達成した．銅錯体とジボロンを用いた触媒的ホウ素化が盛んに研究されているのとは対
照的に，同族の銀触媒を用いた触媒的ホウ素化反応は未開拓のまま残されており，唯一の報告例として，
末端アルケンのジボリル化があるのみであった．1-フェニル-1-プロピンとビス(ピナコラート)ジボロンを
N-ヘテロ環状カルベンを配位子とする IMes塩化銀錯体触媒存在下，メタノール溶媒中反応させたところ，
メチル基側にホウ素置換基が導入されたヒドロホウ素化体を高位置および立体選択的に与えることが分
かった．反応は種々の末端アルキンへと適用可能であり，1-オクチン，三重結合近傍が嵩高い tert-ブチル
アセチレン，アルキル鎖末端にシアノ基，炭素–臭素結合を持つ基質でも，位置選択的な反応が進行し，
末端炭素にホウ素置換基が導入されたヒドロホウ素化体が良好な収率で得られた．さらに，末端アルキ
ンだけでなく，ジフェニルアセチレンのような内部アルキン，3-メチルシクロヘキセノンのような炭素–
炭素二重結合種，アレンのヒドロホウ素化も円滑に進行した．ここで，3-メチルシクロヘキセノンでは β
位の炭素に，アレンではアレン中心の炭素にそれぞれホウ素置換基が導入された生成物を高選択的に与
えることが分かった． 
